
氏名 前田泰宏

・臨床心理学（スクーリング科目）
・
・
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・臨床心理実習（通年：共同）　・臨床心理学特論Ⅰ(前期）　 ・臨
床心理学演習Ⅰ（通年）　・臨床心理学演習Ⅱ（通年）　・臨床心理
面接特論Ⅱ(後期）　・臨床心理査定演習（通年：共同）　・投映法
特論（前期）

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本ブリーフサイコセラピー学会、日本行動療法学会、日
本認知療法学会、日本マインドフルネス学会、他

心理療法における学派を超えて共通に存在する治癒(効果)要因と治療プロセスの探索、不安・抑
うつの臨床心理学的研究、マインドフルネスの実践的研究

担当講義科目においては、毎回授業アンケートを実施し、教員側の授業の振り返りと学生の授業
内容の理解の状況について把握するための一助とした。大学院臨床心理学コース修了生に対す
る実践教育支援（臨床心理クリニックケースカンファレンス）を、臨床心理学コース教員及びクリ
ニック相談員と共同で行った。

ブリーフセラピー・ネットワークジャパン理事（1998年度～）、大学院連合メンタルヘルスセンター理
事（2011年度～）、人間性探究研究所理事（2012年度～）、奈良県スクールカウンセリングカウン
セラー（2008年度～）、奈良いのちの電話相談員養成講座講師(2009年度～）・同研修委員（2013
年度～）、関西折衷的心理療法研究会世話人（2010年度～）、関西マインドフルネスアプローチ
研究会主宰（2012年度～）、ソーシャルケアセンターアドバイザー（2011年度～）、スーパーヴァイ
ザー（帝塚山大学大学院、関西福祉科学大学大学院、帝塚山学院大学大学院）

関西学院大学大学院文学研究科博士課程前期課程心理学専攻修了

文学修士

臨床心理学、心理療法（統合・折衷）

最終学歴

　【研究上の特記事項】

関西折衷的心理療法研究会（2011年4月設立）において共同研究者数名（臨床心理士）と共に、
統合・折衷的心理療法に関する実践教育と研究を行っている。また、関西マインドフルネスアプ
ローチ研究会（2012年9月設立）においてマインドフルネスに関する定期的な勉強会を開催してい
る（2013年度は5回開催）。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

社会学部長（2011-2012年度）、社会学研究科長（2006-2007年度、2011-2012年度）、臨床心理
クリニック所長(2007-2010年度、2013年度～）、人事委員（2009-2010年度）、学生相談員（2004年
度～）、臨床心理クリニック相談員（2007年度～）、心理学科主任（2011年度～）、他

授業科目

学部担当科目

・臨床心理学演習Ⅰ（前期)　・臨床心理学演習Ⅲ（前期）　・臨床
心理学応用実習Ⅰ（前期）　・臨床心理学概論（前期）　・心理アセ
スメント実習（前期）　・臨床心理学演習Ⅱ（後期）　・臨床心理学演
習Ⅳ（後期）　・臨床心理学応用実習Ⅱ（後期）　・心理病理学（後
期）　・カウンセリング実習（後期）
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日本心理臨床学会第
33回秋季大会

日本マインドフルネス
学会第1回大会

2014年10月26日

2014年8月23日

研究会発表、講義・講演、公的
発言，等

①メンタルヘルス-心をあたたか
く　　　　第１回　現代社会とスト
レス

③講演：日常生活におけるスト
レスマネジメント-マインドフルネ
スのすすめ

2014年6月14日

第１０回高の原カル
チャーサロン-奈良大
学心理学講座（主催：
一般財団法人奈良市
総合財団・奈良大学）

①実践報告：マインドフルネス
実践を中心としたストレスマネジ
メントグループの試み

2014年4月13日

第７回マインドフルネス
勉強会（主催：関西マ
インドフルネスアプロー
チ研究会）

奈良県福祉だよりＮ
Ｏ．525（発行：奈良県
社会福祉協議会）

奈良県福祉だよりNO．
526（発行：奈良県社会
福祉協議会）

奈良県福祉だよりNO．
527（発行：奈良県社会
福祉協議会）

奈良県福祉だよりNO．
528（発行：奈良県社会
福祉協議会）

2014年9月

2014年12月

2015年3月

メンタルヘルスの基礎知識として「ストレ
ス発生のメカニズム」について述べ、ス
トレスの全体像への気づきの重要性を
指摘した。

自分自身の体験の全体像を捉えるため
の、セルフモニタリングのコツについて
平易に解説した。

感情的な問題や苦悩の背景にある心
のプロセスとしての「考え込み（＝ぐるぐ
る思考、反芻）について平易に解説し
た。

自主シンポジウムの企画と司会、並び
に「共通要因アプローチの立場」から話
題提供発表を行った。

発表者：栗原愛・岡村優希・別所ちさ
と・西川公平・小山秀之・前田泰宏・伊
藤義徳。概要：うつ病患者に対してマイ
ンドフルネスアプローチを導入したケー
スの事例研究ポスター発表。共同研究
者として参加。

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

うつ病性障害、適応障害の患者を対象
としたグループ療法におけるマインドフ
ルネス実践の試みについて報告した。

②マインドフルネス勉強会 2014年6月1日

第8回マインドフルネス
勉強会（主催：関西マ
インドフルネスアプロー
チ研究会）

企画と司会進行、及び「The mindful
way workbook」の翻訳作業に関して参
加者と共に検討を行った

2014年6月

③メンタルヘルス-心をあたたか
く　　　　第３回　感情的苦悩を
もたらす心のプロセス

ストレス緩和やうつや不安の予防や軽
減に効果があることが知られている「マ
インドフルネス」の簡易な方法について
解説した。

（その他）

②メンタルヘルス-心をあたたか
く　　　　第２回　セルフ・モニタリ
ングのすすめ

（学会発表）

①

④メンタルヘルス-心をあたたか
く　　　　第４回　マインドフルネ
スのすすめ

②コントロールを失うことを恐れ
るうつ病患者に対するマインド
フルネスアプローチ導入の試み

①自主シンポジウム：統合・折
衷的心理療法の発展②-発達
的観点の理解とその効果的活
用-

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

地域住民を対象に、日常生活における
ストレスマネジメントの留意点と実践方
法について講演を行った。特に、ストレ
ス緩和に効果があるマインドフルネスに
ついて解説の簡易なエクササイズを紹
介した。

④講義「人間関係の課題（３）地
域-臨床心理的コミュニティ援助
論を中心として」

2014年7月5日
主催：奈良いのちの電
話協会

奈良いのちの電話「第37期電話相談員
養成講座」：臨床心理的地域（コミュニ
ティ）援助の理論と実際について、コ
ミュニティ心理学や・システムズアプ
ローチの観点から講義した。
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社会人及び大学院生を対象に、近年、
ストレス低減に有効であることで注目を
集めている「マインドフルネス」の基礎
的知識と技法に関する講義と実習を
行った。

⑨マインドフルネス勉強会 2014年12月7日

第10回マインドフルネ
ス勉強会（主催：関西
マインドフルネスアプ
ローチ研究会）

企画と司会進行、及び「The mindful
way workbook」の翻訳作業に関して参
加者と共に検討を行った

⑩マインドフルネス勉強会 2015年3月1日

第11回マインドフルネ
ス勉強会（主催：関西
マインドフルネスアプ
ローチ研究会）

企画と司会進行、及び「The mindful
way workbook」の翻訳作業に関して参
加者と共に検討を行った

⑧講演：マインドフルネス入門 2014年11月15日
主催：特定非営利活動
法人関西社会人大学
院連合

⑦講演：うつ病及び「新型うつ
病」の理解と対応

2014年11月5日
主催：パナソニニック株
式会社、エコソリュー
ションズ社

管理監督者向けのメンタル対策講座と
して、同社の管理監督者を対象に、近
年、社会あ的問題化している「うつ病及
び『新型うつ病』」の理解と対応のポイン
トについて講演した。

⑤10年経験者研修講座：学校
カウンセリングの基本

2014年8月21日
主催：奈良県立教育研
究所

小学校、中学校、高校の教員歴10年の教
員に対して、講師として「学校カウンセリング
の基本」に関する講義と実習を行った。

⑥マインドフルネス勉強会 2014年9月7日

第9回マインドフルネス
勉強会（主催：関西マ
インドフルネスアプロー
チ研究会）

企画と司会進行、及び「The mindful
way workbook」の翻訳作業に関して参
加者と共に検討を行った


